
船舶事故調査報告書 

令和２年８月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和２年１月１１日 １３時４０分ごろ 

発生場所 福山港一文
いちもん

字
じ

岸壁 

 ＪＦＥスチール福山港新涯
しんがい

導灯（後灯）から真方位０２６°９５０

ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２８.０′ 東経１３３°２４.７′） 

事故の概要  貨物船弥山
み せ ん

丸は、着岸操船中、係留中の貨物船はいぱーえこに衝突

した。 

事故調査の経過 令和２年２月２０日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 弥山丸、７４９トン 

   １４２４７７、萬生海運株式会社 

Ｂ 貨物船 はいぱーえこ、４９９トン 

   １４２９２６、向島ドック株式会社（船舶所有者）、ＪＦＥ物

流株式会社（船舶借入人） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、四級（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、三級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船尾部の支柱に凹損 

Ｂ 右舷船首部のハンドレールに曲損、右舷船首部外板に凹損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａほか５人が乗り組み、船長Ａが、バウスラスタを使

用してＢ船の右舷船首方から船首を右に振りながら主機を後進として

着岸操船中、Ａ船の左舷船尾部が、船尾着けで係留中のＢ船の船首部

に接近したので、主機を前進に切り替えて左舵一杯としたが、Ｂ船の

右舷船首部にＡ船の左舷船尾部が衝突した。 

船長Ａは、船尾着けで着岸するのは初めてで、Ａ船の運動性能を十

分に把握しないまま着岸前の打合せを行ったあと着岸を試みた。 

一文字岸壁は、空船時に着岸する際は船尾着けで、荷役時には横付

けできるようになっていた。 

Ｂ船は、船長Ｂほか５人が乗り組み、船尾着けで係留中、Ａ船と衝

突した。 

分析 Ａ船は、船尾着け着岸が初めての状況下、着岸操船中、船長Ａが、

Ａ船の運動性能を十分に把握しておらず、バウスラスタを使用して船

首を右に振りながら主機を後進としたことから、Ａ船の左舷船尾部



が、船尾着けで係留中のＢ船の船首部に接近し、Ｂ船の右舷船首部に

Ａ船の左舷船尾部が衝突したものと考えられる。 

Ｂ船は、船尾着けで係留中、Ａ船と衝突したものと推定される。 

原因 本事故は、Ａ船が、船尾着け着岸が初めての状況下、着岸操船中、

船長Ａが、Ａ船の運動性能を十分に把握しておらず、バウスラスタを

使用して船首を右に振りながら主機を後進としたため、Ａ船の左舷船

尾部が、船尾着けで係留中のＢ船の船首部に接近し、Ｂ船の右舷船首

部にＡ船の左舷船尾部が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、ふだん行わない船尾着け着岸を実施する際は、バウスラ

スタ使用による運動性能を把握した上で着岸前に十分な操船訓練

を行っておくとともに乗組員に作業を周知しておくこと。 

 


